
一昨年のチャレンジ 30Sに合格し，昨春，採用された３人に町長が聞きました。 

 

 

 

 

今年も採用試験の季節がやってきました。 

「チャレンジ 30S」も 3 年目を迎えます。皆

さんは，2 年前に初めて実施したこの試験に見事

合格し，本町の職員になられた訳ですが，この 1

年 3 ヶ月，役場で働いてみた感想を，民間と役場

との違いと併せて，意見を聞かせてください。 

まちづくり推進課情報観光係 

主任 三枝勇貴です 

子育て応援課児童係 

保健師主任 松井祐子です 

町長の入江嘉則です。 

総務課人事研修係 

主任主事 小林恵です 



 

 

 

 

皆さん，優しく教えて下さるの 

で働きやすいですね。休暇も取り

やすいので，仕事のモチベーショ

ンも下がることなく働けます。 

民間との違いは，常に法律を意

識して仕事をするところですね。  

役場の中には様々な部署がある

事を知り，視野が広がりました。 

 

業務に慣れること，行政の仕組みを理解すること，その上で自分に出来ることは何かを

考えてきました。様々な人と関わる中で皆さんがこの町に対し何ができるのかを常に考え

仕事に向き合っていることを強く感じました。専門職としての基本は変わらないと思いま

すが，役場は件数だけでなく効率的かつ町民の方々に満足していただける取組が必要では

ないでしょうか。地域の特性を考慮することも大切だと感じています。 



 

 

 

 

職場の雰囲気が良く，課内に限ら 

ず，皆さんが適切な指示や指導をして

くださり，良い職場だなあと思いなが

ら，日々仕事をしています。 

民間は社会貢献と言う側面もありま

すが，まずは基本的に利益優先です。 

 行政職員となり，町民の利益を最優

先し，公共性・公益性を鑑みて仕事を

する訳ですが，同時に自分の中で長中

短期的に見てどのような功罪があるか

を落とし込んで，ポリシーを持って仕

事をするのが難しくもあり，やりがい

があるところだなと思ってます。 

 

３人とも，2 年目とは思えない，

しっかりした発言で，とても頼も

しく感じました。今後，挑戦した

いことは，ありますか？ 

神石高原町で生まれ育った子ども 

達が，進学を経て，一人でも多く戻っ

てきてくれるような町になるよう，微

力ですが役に立ちたいです。 

 



 

 

 

 

 

今，担当しているかがやきネットや観 

光施設の管理について，より町民の皆様

への利益となるよう考え仕事をしていき

たいです。その上で，よりよいサービス

が提供できるよう，IT関連の高度化など

小さな挑戦を繰り返して積み上げていき

たいと思っています。 

新型コロナウイルス

対策のため，新しい生活

様式が求められていま

すので，今後，ICTを活

用しながら，良いサービ

スへと繋げていけたら

と思っています。 



 

 

 

 

 

学科試験が無く，主に自己 PR

で選考されるチャレンジ 30に

ついて，どう思いますか？ 

働きながら，子育てしなが 

ら受験できる点が良いです

ね。新しい環境に挑戦するこ

とは勇気がいりますが，30

代だからこそできる挑戦でも

あると思います。 

 

民間でのノウハウを持った人に 

は，採用の可能性が高く，受験しや

すい試験です。反面，合否の判断が

難しい試験だとも思います。 

 

 学科試験は働きながらでは対策に十分な時間

を確保するのが難しい。自己 PRに重きをおく 

ことで，経験や強みを自己分析できて仕事への

モチベーションに繋がりました。 



 

 

 

 

 

積み上げてきたキャリ

アは，どんな形であれ，必

ず活かせると思います。 

町のニーズと自身の 

キャリアのマッチング次第

ですが，町の意図を汲んで

受験すれば合格に近づくの

ではないかと思います。 

これまでの経験から得た 

自分の考えや信念を大切に，

試験に臨んでほしいですね。 

 

最後に，今年の

チャレンジャー

にアドバイスを

お願いします。 

皆さんには，常に前を見ながら，40

代，50 代の上司をハッとさせるような

アイディアをどんどん出してほしい。 

そして，自身の能力を最大限，発揮

してもらいたいと思います。 

これからも頑張ってください。 



 

 

30 代のみなさん！  

チャレンジ 30‘Sへの挑戦をお待ちしています。 


